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最
近
の
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は

４
月
８
日
に
代
わ
る
日
本
銀
行
総
裁
人
事

で
あ
ろ
う
。

　

ホ
ッ
ト
な
理
由
は
戦
後
初
め
て
経
済
学

者
で
あ
る
植
田
和
男
氏
（
東
京
大
学
名
誉

教
授
、
共
立
女
子
大
学
教
授
）
が
日
本
銀

行
総
裁
候
補
と
な
り
、
衆
参
両
院
の
同
意

が
あ
れ
ば
日
銀
総
裁
に
任
命
さ
れ
る
予
定

だ
か
ら
だ
。
戦
後
の
日
銀
総
裁
に
は
、
１

９
６
１
年
に
三
菱
銀
行
頭
取
・
会
長
を
経

て
宇
佐
美
洵ま

こ
と

氏
が
第
21
代
総
裁
に
任
命

さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
財

務
省
と
日
銀
出
身
者
が
就
任
し
て
い
た
。

　

同
氏
は
日
銀
の
審
議
委
員
を
経
験
し
て

お
り
、
日
銀
の
内
部
事
情
に
も
精
通
さ
れ

て
い
る
。

植
田
和
男
氏
の
所
信
表
明

　

同
氏
の
衆
参
両
院
で
の
所
信
表
明
を
要

約
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
「
金
融
緩
和
は
継
続
し
企
業
の
賃
上

げ
を
支
え
る
」

　

②
「
共
同
声
明
（
政
府
と
日
銀
で
申
し

合
わ
せ
た
毎
年
２
％
の
物
価
上
昇
が
生
じ

る
経
済
を
目
標
と
す
る
）
を
直
ち
に
見
直

す
必
要
は
な
い
」

　

③
「
長
短
金
利
操
作
は
副
作
用
が
出
て

い
る
」

　

④
「
持
続
的
・
安
定
的
に
物
価
目
標
が

達
成
さ
れ
れ
ば
、
大
量
の
国
債
購
入
は
や

め
る
」

　

⑤
「
異
次
元
緩
和
で
デ
フ
レ
で
は
な
い

経
済
状
況
に
な
っ
て
い
る
」

　

⑥
「
Ｅ
Ｔ
Ｆ
（
上
場
投
資
信
託
）
の
出

口
に
つ
い
て
の
発
言
は
時
期
尚
早
で
あ

る
」

　

従
来
か
ら
天
下
り
の
多
く
は
法
学
部
出

身
で
あ
り
、
就
職
後
に
経
済
を
学
ん
だ
方

な
の
で
、
考
え
方
が
実
体
経
済
に
即
し
た

発
想
と
は
言
い
難
い
面
が
ま
れ
に
見
ら
れ

た
。
し
か
し
同
氏
は
経
済
学
部
出
身
者
で

あ
り
、「（
経
済
）
理
論
的
に
考
え
た
い
」

と
発
言
し
て
い
る
の
で
、
突
発
的
な
非
常

時
な
ど
で
は
、
踏
み
込
ん
だ
的
確
な
判
断

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
金
融
緩
和
を
継
承
す
る
」
と
い
う
発

言
で
、
市
場
は
安
心
し
て
い
る
。
し
か
し

同
氏
が
強
い
懸
念
を
示
し
た
の
は
、
長
期

金
利
を
低
く
抑
え
よ
う
と
し
て
人
為
的
に

操
作
し
て
い
る
「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｙ
Ｃ
Ｃ
）」
で
あ
る
。
長

期
金
利
操
作
は
難
し
い
も
の
で
、
こ
れ
を

実
行
し
て
い
る
国
は
な
い
。

Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
処
理
は
大
問
題

　

金
融
緩
和
が
長
期
化
し
て
い
る
の
で
、

大
量
の
国
債
や
Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
買
い
ま
く
り
、

国
債
は
政
府
の
発
行
総
額
の
50
％
を
買
い

上
げ
て
お
り
、
Ｅ
Ｔ
Ｆ
で
は
政
府
が
主
要

企
業
の
株
式
を
大
量
に
保
有
し
て
お
り
、

日
銀
が
最
大
の
株
所
有
者
に
な
っ
て
い
る

企
業
も
多
い
。
中
央
銀
行
が
市
場
で
Ｅ
Ｔ

Ｆ
を
使
っ
て
金
融
緩
和
ば
か
り
で
な
く
、

株
価
操
作
（
下
落
防
止
）
ま
で
や
っ
て
い

る
国
は
ど
こ
に
も
な
い
。
大
量
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ

保
有
こ
そ
「
大
問
題
」
で
、
市
場
で
売
却

す
れ
ば
株
価
は
下
落
す
る
。 

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
中
身
は
異
次
元
の
金

融
緩
和
（
市
場
へ
の
大
量
の
日
銀
マ
ネ
ー

の
放
出
）
と
日
銀
に
よ
る
株
価
買
い
支
え

が
中
核
で
、
株
価
下
落
に
よ
る
内
閣
支
持

率
低
下
を
抑
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

金
融
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
す
る 

黒
田
総
裁

　

中
央
銀
行
で
あ
る
日
本
銀
行
が
国
債
を

買
い
ま
く
り
、
さ
ら
に
株
式
ま
で
買
い
上

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
円
安
、
低
金
利

（
短
期
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
、
長
期
は
ほ
ぼ

ゼ
ロ
金
利
）、
実
態
を
反
映
し
な
い
株
高

現
象
を
維
持
す
る
政
策
は
、
異
常
な
事
態

で
あ
っ
て
、
国
内
で
の
金
融
危
機
（
銀
行

破
綻
等
）
や
海
外
か
ら
の
圧
力
な
ど
が
発

生
す
る
時
に
、
中
央
銀
行
で
あ
る
日
本
銀

行
の
機
能
は
極
め
て
脆
弱
に
な
る
。

　

す
で
に
国
債
市
場
は
機
能
不
全
で
あ
り
、

日
本
に
と
っ
て
最
適
な
長
期
金
利
の
レ
ベ

ル
は
分
ら
な
い
。
短
期
金
利
は
ゼ
ロ
な
い

し
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
か
ら
、
操
作
に
し
よ

う
が
な
い
。
通
貨
供
給
を
増
や
そ
う
と
し

て
も
、
市
場
の
国
債
が
不
足
し
、
手
段
が

乏
し
い
。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
で
弱
体
化
し
た
地
域
金

融
機
関
は
統
廃
合
し
て
行
く
と
、
数
が
減

り
、
市
場
で
の
競
争
力
が
な
く
な
り
、
金

融
機
関
の
数
が
減
っ
て
ゆ
く
と
、
資
金
を

調
達
し
た
い
企
業
に
と
っ
て
も
活
力
が
削

が
れ
る
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
米
国
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
、

中
央
銀
行
）
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
２

０
０
８
年
）
後
の
異
常
な
金
融
緩
和
か
ら

脱
却
し
、
金
融
正
常
化
（
金
利
引
き
上
げ

と
金
融
市
場
の
安
定
化
）
を
進
め
て
い
る
。

日
銀
で
は
超
金
融
緩
和
の
出
口
が
全
く
見

え
な
い
。
金
利
が
上
昇
す
る
と
、
国
債
価

格
が
暴
落
し
、
国
債
保
有
者
は
多
額
の
損

失
を
被
る
し
、
国
家
財
政
の
金
利
負
担
は

激
増
す
る
。

　

こ
う
し
た
難
問
を
ど
う
乗
り
切
る
か
。

植
田
新
総
裁
の
手
腕
に
期
待
し
た
い
。
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